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平
治
宿
ト
イ
レ
の
排
水
路
工
事
な
ど 

 

◇
実
施
日 

 

６
月
６
日
（
金
） 

 

晴 

◇
参
加
者 

 

村
吉
光
夫
、
松
本
吉
殖
、
阪
口
秩
臣
、
梶
野
照
雄 

 

４
名 

  

６
月
１
日
に
残
し
た
平
治
宿
ト
イ
レ
の
排
水
路
工
事
を
、
６
日
に
行
う
こ
と

に
な
っ
た
。
同
時
に
水
場
の
ホ
ー
ス
か
ら
出
る
水
を
増
や
す
加
工
を
行
っ
た
。 

午
前
８
時
半
に
池
原
集
合
だ
っ
た
が
、
１
時
間
ほ
ど
遅
れ
て
池
原
に
着
き
、
持

経
宿
を
目
指
し
た
。
林
道
ゲ
ー
ト
ま
で
に
３
回
車
を
降
り
て
落
石
を
排
除
し
た

が
、
そ
れ
以
外
の
障
害
は
無
か
っ
た
。
ゲ
ー
ト
か
ら
上
も
パ
ン
ク
し
な
い
よ
う

に
ゆ
っ
く
り
走
り
、
持
経
宿
手
前
の
奥
駈
道
が
近
い
場
所
に
車
を
停
め
て
登
り

始
め
た
。 

 
 
 

 
 
 

 

こ
こ
か
ら
登
る 

 
 
 

 
 

排
水
路
工
事
中 

 
 
 

 
 

 

水
中
パ
テ
を
使
う 

こ
こ
は
千
年
桧
の
少
し
南
で
、
持
経
宿
か
ら
歩
く
よ
り
１
０
分
程
度
短
縮
で
き

る
。
１
時
間
弱
で
平
治
宿
に
着
く
と
、
３
人
が
排
水
路
工
事
の
最
中
だ
っ
た
。

水
場
に
行
く
、
と
告
げ
て
水
場
に
降
り
た
。
ホ
ー
ス
の
取
水
口
に
水
受
け
を
取

り
付
け
、
水
中
パ
テ
で
隙
間
を
塞
い
で
、
水
が
少
し
で
も
多
く
集
ま
る
よ
う
に

し
た
。
ホ
ー
ス
の
先
端
か
ら
出
る
水
は
、
ほ
ぼ
２
倍
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
水
場

の
沢
に
流
れ
が
あ
る
と
ホ
ー
ス
か
ら
の
給
水
が
で
き
る
が
、
流
れ
が
減
る
と
ホ

ー
ス
か
ら
の
給
水
は
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
。 

 
 
 

 
 
 

 

取
水
口
の
改
良 

 
 
 

 
 

先
端
の
水
は
増
え
た 

 
 
 

 
 

本
日
の
参
加
者 

小
屋
に
戻
っ
て
昼
食
を
摂
る
。
村
吉
さ
ん
が
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
て
く
れ
た
。
食

後
、
完
成
し
た
ト
イ
レ
排
水
路
に
水
を
流
し
て
み
た
。
最
初
の
傾
斜
が
急
な
の

で
、
勢
い
よ
く
水
は
流
れ
る
が
、
ほ
ぼ
９
０
度
の
樋
の
縁
に
当
た
っ
た
水
が
樋

の
外
に
流
れ
出
し
て
し
ま
う
。
全
部
の
水
が
樋
に
流
れ
込
む
よ
う
な
構
造
が
必

要
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
再
度
工
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
荷
物
を
ま
と
め

て
持
経
宿
に
戻
る
。
途
中
で
南
下
す
る
一
人
の
登
山
者
に
出
会
っ
た
。
今
日
は

行
仙
宿
に
泊
ま
り
、
明
日
本
宮
ま
で
行
く
予
定
だ
と
い
う
。
車
に
戻
っ
て
持
経



宿
に
向
か
っ
た
。 

 
 
 

 
 
 

 

排
水
路
の
要
改
良
個
所 

 
 

 
 

持
経
宿
に
着
く 

 
 
 

 
 

補
強
し
た
ベ
ン
チ
の
脚 

 

持
経
宿
に
着
い
て
、
発
電
機
を
動
か
し
、
１
日
に
作
っ
た
ベ
ン
チ
の
脚
を
補
強

す
る
。
ト
ラ
ス
を
入
れ
た
の
で
十
分
な
強
度
に
な
っ
た
。
村
吉
さ
ん
は
、
水
場

か
ら
先
の
林
道
を
見
て
く
る
、
と
車
で
降
り
て
行
っ
た
が
１
０
分
程
で
戻
っ
て

き
た
。
水
場
の
少
し
先
ま
で
は
重
機
の
入
っ
た
形
跡
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
後
は

通
行
困
難
な
状
況
だ
っ
た
ら
し
い
。
持
経
宿
を
離
れ
、
村
吉
車
先
頭
で
池
原
に

向
か
う
。
パ
ン
ク
せ
ず
無
事
に
池
原
に
着
き
、
松
本
さ
ん
、
阪
口
さ
ん
は
帰
宅
。

村
吉
さ
ん
は
下
池
原
の
駐
在
所
へ
、
私
は
村
役
場
へ
と
別
れ
た
。
村
役
場
で
地

域
振
興
課
の
家
郷
課
長
に
お
会
い
し
、
村
道
池
郷
線
の
倒
木
撤
去
を
お
願
い
し

た
。
村
吉
さ
ん
は
駐
在
が
不
在
だ
っ
た
の
で
途
中
か
ら
合
流
さ
れ
た
。
午
後
４

時
過
ぎ
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
戻
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
梶
野
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行
動
タ
イ
ム 

 09

：32

池
原→

09

：54

池
郷
林
道
ゲ
ー
ト10

：31

千
年
桧
南→

11

：04

中

又
尾
根
分
岐→

11

：20

平
治
宿→

11

：30

水
場

12

：05→
12

：18

平
治
宿

12

：50→
13

：58

持
経
宿14

：50→
15

：41

ス
ポ
ー
ツ
公
園
駐
車
場→

15

：

55

村
役
場→

16

：40

ス
ポ
ー
ツ
公
園 

 


